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港
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中
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」
の
意
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中
央
政
府
は
「
民
意
」
を
ど
う
汲
み
取
る
か 

―

　
返
還
十
年
の
式
典
に
出
席
す
る
た
め
胡
錦
涛
国
家
主

席
が
六
月
二
九
日
、
香
港
空
港
に
降
り
立
っ
た
。
「
中

国
政
府
と
中
国
人
民
の
大
き
な
支
持
の
下
、
香
港
特
別

行
政
区
政
府
は
香
港
各
界
と
団
結
し
、
各
種
の
困
難
や

危
機
を
克
服
し
つ
つ
香
港
の
発
展
を
推
し
進
め
た
」
な

ど
と
国
家
元
首
と
し
て
中
国
人
民
を
代
表
す
る
挨
拶
を

行
な
っ
た
。
中
央
テ
レ
ビ
は
一
〇
日
以
上
に
わ
た
り
記

念
特
別
番
組
を
放
送
、
ま
た
主
要
書
店
に
は
「
返
還
一

〇
年
」
を
回
顧
す
る
写
真
集
等
が
並
ぶ
書
架
が
特
設
さ

れ
る
な
ど
、
中
国
国
内
で
も
祝
賀
ム
ー
ド
が
演
出
さ

れ
た
。

　
客
観
的
に
見
て
、「
一
国
両
制
」
が
機
能
し
香
港
の

安
定
と
繁
栄
が
実
現
さ
れ
た
の
は
疑
え
な
い
。
だ
が
、

　
　
　
中
国
の
新
た
な
課
題
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企
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胡
主
席
の
発
言
と
は
裏
腹
に
、「
人
民
」
の
心
中
に
お

い
て
「
返
還
十
年
」
は
存
在
し
な
い
に
等
し
い
。
書
店

で
も
人
だ
か
り
が
出
来
て
い
る
の
は
株
投
資
の
書
棚
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独

裁
」
を
採
る
国
家
で
、「
民
意
」
の
体
現
者
と
い
う
意

味
で
の
「
人
民
」
が
存
在
す
る
か
、
大
問
題
が
残
る
。

当
然
と
言
う
べ
き
か
、
「
民
意
」
の
表
出
は
香
港
に
お

い
て
鮮
明
で
あ
る
。

　
香
港
の
中
国
化
―
―
。
返
還
問
題
を
語
る
際
に
し
ば

し
ば
使
わ
れ
る
表
現
が
こ
れ
で
あ
る
。
返
還
前
そ
れ
は

主
に
、
人
治
主
義
や
汚
職
な
ど
中
国
の
悪
弊
が
浸
透

し
、
繁
栄
と
安
定
が
損
な
わ
れ
る
、
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
意
味
で
用
い
ら
れ
た
。
返
還
後
の
今
日
で
は
主

に
、
中
国
経
済
へ
の
依
存
を
深
め
た
香
港
経
済
の
現
状

を
指
し
て
使
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
香
港
の
中
国
化
」

は
、「
資
本
主
義
・
香
港
の
民
意
」
を
内
に
抱
え
込

み
、
政
府
・
共
産
党
は
そ
れ
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い

る
、
と
い
う
ま
た
別
の
意
味
も
持
つ
。

　
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
出
来
事
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
ず
〇
三
年
、
国
家
反
逆
罪
に
相

当
す
る
「
国
家
安
全
条
例
」
を
制
定
（「
基
本
法
第
二

十
三
条
」
の
法
制
化
と
も
呼
ば
れ
る
）
し
よ
う
と
し
た

香
港
政
府
に
香
港
市
民
が
猛
反
発
。
〇
三
年
の
「
七
・

一
デ
モ
」（
「
七
・
一
遊
行
」
）
に
は
五
十
万
人
（
主

催
者
発
表
。
警
察
等
の
発
表
は
お
お
む
ね
そ
の
四
〜
六

割
水
準
。
以
下
同
じ
）
が
参
加
し
、
同
法
案
を
廃
案
に

○ 

イ
ス
ラ
ム
経
済
と
グ
ラ
ミ
ン
銀
行 (

そ
の
１)

　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
… 

三
木
　
敏
夫 

…



亜細亜大学アジア研究所所報

2

第127号平成19年７月10日

　
　
　
民
意
へ
の
対
応

追
い
込
ん
だ
。

　
そ
し
て
〇
五
年
三
月
に
は
董
建
華
・
行
政
長
官
（
香

港
特
別
行
政
区
の
行
政
首
長
）
が
任
期
半
ば
で
辞
任
に

追
い
込
ま
れ
た
。
董
長
官
は
〇
二
年
に
任
期
五
年
で
再

任
さ
れ
た
が
、
ア
ジ
ア
経
済
危
機
後
の
長
引
く
経
済
不

振
、
〇
三
年
の
新
型
肺
炎
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
へ
の
拙
劣
な

対
応
、
高
級
官
僚
と
の
不
和
等
か
ら
、
孤
立
無
援
に

陥
っ
て
い
た
。

　
中
華
人
民
共
和
国
の
歴
史
で
、
民
意
に
よ
っ
て
法
案

が
廃
案
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
行
政
首
長
が
辞
任
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
の
は
空
前
か
つ
驚
天
動
地
の
出
来
事
と

い
え
る
。
共
産
党
史
や
中
国
史
に
ど
う
記
録
さ
れ
る
か

注
目
さ
れ
る
が
、「
香
港
の
中
国
化
」
は
、
民
意
に
ど

う
対
応
す
べ
き
か
と
い
う
、
全
く
新
し
い
課
題
を
中
国

政
府
に
突
き
付
け
て
も
い
る
の
で
あ
る
。

　
民
意
へ
の
対
応
方
法
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
そ
の
一

つ
は
単
に
無
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
全
人
代
常
務
委
員
会
は
〇
四
年
四
月
、

「
一
国
両
制
」
の
実
行
を
法
的
に
担
保
す
る
香
港
の
最

高
法
規
『
基
本
法
』
の
解
釈
権
を
行
使
し
、
〇
七
年
行

政
長
官
選
挙
、
〇
八
年
立
法
会
（
国
会
に
相
当
。
全
六

十
議
席
。
現
状
は
、
そ
の
う
ち
三
〇
議
席
が
直
接
選
挙

枠
。
残
余
は
間
接
選
挙
枠
）
選
挙
に
お
い
て
普
通
選
挙

を
導
入
し
な
い
、
と
決
定
し
た
。『
基
本
法
』
の
解
釈

権
を
持
つ
中
央
政
府
の
手
続
き
や
決
定
に
法
律
違
反
は

な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
、
二
〇
年
来
の
民
主
化
要
求
を

無
視
す
る
も
の
と
香
港
市
民
は
強
く
反
発
し
た
。

　
し
か
し
、
民
意
を
軽
視
ま
た
は
無
視
す
る
こ
と
は
日

　
　
　
「
泛
民
主
派
」
の
勃
興

　
〇
五
年
六
月
、
公
務
員
だ
っ
た
曾
蔭
権
が
、
董
建
華

が
残
し
た
二
年
の
任
期
を
全
う
す
べ
く
行
政
長
官
に
就

任
。
選
挙
（
八
百
人
か
ら
成
る
選
挙
委
員
会
の
間
接
選

挙
）
で
の
当
選
を
経
て
〇
七
年
七
月
に
は
任
期
五
年

で
、
第
三
代
長
官
と
し
て
正
式
に
就
任
し
た
。

　
二
〇
一
二
年
ま
で
の
曾
政
権
の
最
大
の
注
目
点
は
、

「
引
き
続
き
検
討
す
る
」
と
さ
れ
た
「
国
家
安
全
条

例
」
の
制
定
、
お
よ
び
二
〇
一
二
年
の
行
政
長
官
と
立

法
会
議
員
の
選
挙
に
向
け
た
制
度
改
革
問
題
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
予
測
が
難
し
い
問
題
だ
が
、
選
挙
に
つ
い

て
は
、
行
政
長
官
、
立
法
会
と
も
に
普
通
選
挙
を
導
入

す
る
線
で
ほ
ぼ
全
党
派
が
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
に
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る
か
は
、
当
時
の
香

港
と
中
国
の
経
済
状
況
、
「
民
意
」
の
動
向
を
含
む
中

増
し
に
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
最
大
要
因
は
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
で
あ
る
。

　
外
に
は
貿
易
額
そ
の
も
の
や
貿
易
黒
字
幅
の
拡
大
等

か
ら
西
側
と
の
摩
擦
が
激
化
し
「
外
圧
」
が
強
ま
る
一

方
、
内
で
は
所
得
格
差
の
拡
大
や
富
裕
層
の
生
成
を
受

け
「
内
圧
」
が
増
し
つ
つ
あ
る
。
胡
主
席
が
内
外
政
策

で
「
和
楷
」
（
調
和
）
を
打
ち
出
し
た
の
は
、
内
外
圧

が
高
じ
て
い
る
こ
と
の
直
接
の
反
映
で
あ
る
。

　
「
返
還
十
年
」
の
時
代
に
お
い
て
、
最
も
特
筆
す
べ

き
こ
と
の
一
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国
本
土
に
お
け
る

「
内
圧
」
の
生
成
で
あ
る
。

　
遡
れ
ば
、
約
一
万
人
も
の
法
輪
巧
信
者
が
公
安
に
気

づ
か
れ
る
こ
と
な
く
中
南
海
を
取
り
囲
み
政
治
指
導
者

を
震
撼
さ
せ
た
九
九
年
の
事
件
、
近
年
で
は
〇
三
年
の

新
型
肺
炎
や
〇
五
年
の
反
日
運
動
は
、
政
府
・
党
の
制

御
が
不
可
能
に
な
る
ほ
ど
「
民
意
」
が
先
鋭
化
す
る
時

代
の
到
来
を
ま
ざ
ま
ざ
と
示
し
た
。

　
そ
の
背
景
に
あ
る
要
因
の
一
つ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
電
話
な
ど
、
新
聞
・
出
版
や
放
送
等
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
と
は
異
な
る
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
型
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
発
達
・
普
及
で
あ
る
。

　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
党
の
喉
舌
（
代
弁
者
）
か
、
全
く

の
娯
楽
手
段
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
中
国
で
は
、
内
外
環

境
が
流
動
化
す
る
状
況
に
お
い
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
言

動
の
指
針
を
提
示
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
代
わ
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
席
巻
す
る
。
疫
病
の
発
生
を
受
け
経
済
活
動
が
停

止
し
た
り
、
「
愛
国
」
と
称
し
て
破
壊
行
為
が
横
行
す

る
事
態
は
、
商
業
メ
デ
ィ
ア
や
普
通
選
挙
を
介
し
て

「
民
意
」
が
民
主
に
昇
華
で
き
な
い
、
不
幸
な
政
治
体

制
の
結
果
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
中
国
側
で
、
民
意
を
完
全
に
は
無
視
し

な
い
、
と
い
う
程
度
の
意
味
で
あ
っ
て
も
「
民
主
化
」

を
推
し
進
め
れ
ば
、
特
別
行
政
区
・
香
港
の
民
意
を
無

視
す
る
わ
け
に
は
尚
更
に
行
か
な
く
な
る
。

　
香
港
の
「
七
・
一
デ
モ
」
の
参
加
者
は
〇
四
年
に
は

前
年
と
同
じ
く
五
十
万
人
程
度
を
数
え
た
が
、
〇
五
年

は
二
万
一
〇
〇
〇
人
、
〇
六
年
は
五
万
八
〇
〇
〇
人
に

「
激
減
」。
こ
れ
を
も
っ
て
「
民
意
は
退
潮
」
と
報
じ

る
外
国
メ
デ
ィ
ア
も
あ
っ
た
が
、
総
人
口
は
日
本
の
約

二
十
分
の
一
の
約
六
八
〇
万
人
で
あ
り
、
二
万
人
は
四

十
万
人
に
、
五
十
万
人
は
一
千
万
人
に
相
当
す
る
。
民

主
国
家
で
あ
れ
ば
政
府
の
一
つ
や
二
つ
が
十
分
に
倒
壊

す
る
規
模
で
あ
る
。
人
口
の
多
い
一
部
の
西
側
諸
国
が

考
え
る
ほ
ど
、
香
港
は
非
政
治
的
な
都
市
で
は
な
い
。
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「
積
極
的
受
動
主
義
」
の
知
恵

国
の
政
治
状
況
、
中
米
関
係
、
香
港
に
お
け
る
最
低
賃

金
制
等
の
個
別
的
な
民
生
問
題
の
進
展
状
況
な
ど
に
従

い
、
大
き
く
異
な
る
だ
ろ
う
。

　
普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
場
合
の
選
挙
結
果
も
、
予

測
は
困
難
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
回
〇
四
年
九
月
の

立
法
会
選
挙
で
は
董
政
権
へ
の
強
い
反
発
、
ま
た
投
票

率
が
伸
び
れ
ば
有
利
と
い
う
大
方
の
見
方
に
反
し
て
、

民
主
推
進
勢
力
の
中
核
を
占
め
る
「
民
主
党
」
が
大
敗

（
二
議
席
減
の
九
議
席
）
し
、
第
三
党
に
転
落
す
る
一

方
、
親
中
派
の
「
民
建
連
」（
二
議
席
増
の
十
二
議

席
）
が
第
一
党
へ
と
躍
進
。
財
界
を
代
表
す
る
保
守
派

の
「
自
由
党
」（
同
十
議
席
）
も
増
勢
し
、
第
二
党
に

躍
り
出
る
、
と
い
う
「
意
外
」
な
結
果
に
終
わ
っ
た
。

た
だ
し
、「
民
主
党
」
を
含
む
民
主
推
進
勢
力
全
体
と

し
て
は
、
三
議
席
増
の
二
十
五
議
席
（
全
六
十
議
席
）

へ
と
増
勢
し
た
。

　
ま
た
、
董
建
華
・
辞
任
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
〇
五

年
六
月
の
行
政
長
官
選
挙
に
お
い
て
、
民
主
派
の
多
く

が
李
永
達
（
当
時
の
民
主
党
党
首
）
を
推
し
た
中
で
、

民
主
陣
営
の
中
で
も
「
庶
民
派
」
と
呼
び
う
る
指
導
者

は
曾
蔭
権
を
支
持
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
「
民
意
」
は
す
で
に
十
分
に
広
範
で
あ

り
、
民
主
推
進
勢
力
も
も
は
や
一
枚
岩
で
は
な
い
。
こ

れ
は
〇
四
年
前
半
頃
か
ら
、
香
港
メ
デ
ィ
ア
が
民
主
推

進
勢
力
を
「
泛
民
主
派
」（pan-democrat

）
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
「
泛
民
主
派
」
の
外
延
が
一
段
と
拡
大
し
、

「
親
中
派
」
の
一
部
を
さ
ら
に
包
含
す
る
可
能
性
も
あ

る
。
ま
た
、
普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
結
果
、
む
し
ろ

「
親
中
派
」
が
大
勝
す
る
事
態
も
考
え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
香
港
市
民
は
、
「
選
挙
制
度
」
の

改
革
が
ど
う
転
ぼ
う
と
、
ま
た
「
党
派
」
の
勢
力
図
が

ど
う
塗
り
変
わ
ろ
う
と
、
そ
れ
で
満
足
も
し
く
は
失
望

す
る
こ
と
は
、
も
は
や
な
い
だ
ろ
う
。

　
翻
っ
て
、「
一
国
両
制
」
下
の
香
港
―
中
国
関
係

は
、
次
の
よ
う
な
構
造
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
①
中
国

政
府
は
香
港
市
民
に
対
し
「
こ
れ
を
し
ろ
、
あ
れ
を
す

る
な
」
な
ど
直
接
に
指
揮
・
命
令
で
き
な
い
、
②
し
か

し
中
国
政
府
は
、
香
港
の
制
度
設
計
（
例
え
ば
選
挙
制

度
）
と
そ
の
運
用
に
関
し
て
、
香
港
市
民
に
は
見
え
な

い
背
後
で
香
港
政
府
に
圧
力
を
加
え
、
そ
の
制
度
が
帰

結
す
る
結
果
（
例
え
ば
選
挙
結
果
）
に
影
響
を
与
え
う

る
、
③
香
港
政
府
は
民
意
を
聞
く
耳
を
持
つ
、
で
あ

る
。

　
つ
ま
り
、「
一
国
両
制
」
下
で
は
、
普
通
選
挙
な
ど

の
「
制
度
」
は
「
民
主
化
」
が
進
捗
し
た
か
否
か
の
基

準
と
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
（
上
記
②
）
。
「
中
国
香

港
」
に
お
け
る
最
も
重
要
な
民
主
主
義
の
表
現
は
、
普

通
選
挙
と
い
う
よ
り
、
現
在
も
（
警
察
に
届
出
の
う

え
）
自
由
に
展
開
し
う
る
デ
モ
、
陳
情
等
の
直
接
行
動

で
あ
る
。
香
港
市
民
は
、
中
国
政
府
が
香
港
政
府
の
日

常
業
務
に
は
干
渉
で
き
て
も
（
同
②
）
、
市
民
生
活
に

は
干
渉
で
き
ず
（
同
①
）
、
な
お
か
つ
香
港
政
府
は
民

意
を
無
視
で
き
な
い
（
同
③
）
、
と
い
う
「
一
国
両

制
」
の
本
質
を
見
抜
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
換
言
す
れ
ば
、
「
高
度
な
自
治
」
の
実
現
に
は
、
①

「
中
国
の
政
治
」
の
民
主
化
が
必
要
、
②
そ
の
実
現
の

た
め
民
主
党
な
ど
特
定
政
党
に
依
っ
て
積
極
的
か
つ
継

続
的
に
行
動
を
起
こ
す
、
と
い
う
九
〇
年
代
ま
で
考
え

ら
れ
た
条
件
が
も
は
や
自
明
で
な
い
。
む
し
ろ
、「
香

港
の
政
治
」
へ
の
中
国
か
ら
の
干
渉
が
度
を
越
え
た
と

感
知
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
都
度
、
街
に
繰
り
出
し
声
を
上

げ
、（
中
国
政
府
で
は
な
く
）
香
港
政
府
に
対
し
て

「
ノ
ー
」
の
意
思
を
示
す
。

　
「
一
国
両
制
」
下
に
生
き
る
香
港
人
の
、
こ
の
よ
う

な
「
積
極
的
受
動
主
義
」（Positive Passivism

）

と
で
も
呼
び
う
る
政
治
セ
ン
ス
は
、
一
段
と
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
て
き
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
一
五
〇
年
に
わ
た
る
資
本
主
義
・
英
国
統
治
下
に
お

い
て
、
そ
し
て
過
去
一
〇
年
の
社
会
主
義
・
中
国
主
権

下
に
お
い
て
、「
選
挙
」
や
「
党
派
」
等
の
「
近
代
民

主
制
度
」
が
、
独
立
を
許
さ
れ
ぬ
、
と
い
う
制
約
下
に

お
い
て
は
い
か
に
脆
（
も
ろ
）
い
も
の
で
あ
る
か
、
香

港
市
民
は
学
ん
だ
。
し
か
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

を
受
け
、
政
治
的
意
思
の
表
出
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
制

度
は
絶
対
的
な
手
段
で
は
な
く
な
っ
た
。

　
か
つ
て
香
港
は
「
言
論
表
現
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た

植
民
地
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
こ
の
形
容
は
今
日
ま
す
ま

す
当
て
は
ま
る
。
特
別
行
政
区
・
香
港
は
、
普
通
選
挙

が
な
く
と
も
言
論
表
現
の
自
由
を
持
つ
。

　
す
な
わ
ち
香
港
市
民
は
、
デ
モ
と
い
う
前
近
代
的
も

し
く
は
超
近
代
的
な
身
体
表
現
を
通
じ
て
香
港
政
府

に
、
ひ
い
て
は
中
国
政
府
に
自
ら
の
意
思
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
香
港
と
中
国
の
双
方
に
お
い
て
政
治
改

革
が
最
重
要
議
題
と
な
る
次
の
一
〇
年
、
香
港
政
府
が

中
国
政
府
の
傀
儡
政
府
の
よ
う
に
振
舞
う
こ
と
は
、
一

段
と
難
し
く
な
る
に
違
い
な
い
。

（
も
り
か
ず
み
ち
・
亜
洲
策
略 (

香
港) 

有
限
公
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董
事
総
経
理
）
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